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　Mid－digital　hairとは，栂指を除いた他の4指の
中節背面における発毛をいうが，この部位の発毛
の人類学的及び系統発生学的の意義について最初
に）li‘　EIしたのはDanforth1♪（1921）である。彼はま
た80家族，子供総数178人についてその遺伝関係
を調査し，進化の進むにつれて毛は中節背面から
次第に消失しつつあるにもかかわらず，発毛の存
在は優性．形質の表われとみなされるのではないか
と述べている。その後Boyd＆BoydE）（1937，1941）
はロシヤ入，エヂプト入，バスク人，アラビヤ人
等について分布の人種差を調査しており，また
Bernstein＆Burks3）（1942）は．ﾄ国人について，
Chopra4）（1953）は印度人について，それぞれこの
部の発毛の分布と遺伝関係を報告している。著者
等はたまたまこの発毛が生後2箇月の乳児で既に
著明に発現しているもののあることに気がついた
ので，法医学上の親子鑑別に利用できるのではな
いかと考え，旧本入についてその一般分布と遺伝
とを調査し，あわせて他入種の成績と比較した。
　　　　　　調査資料及び調査方法
　本研究には，1）集団内の分布頻度を調べるために，札幌
市内小単校生徒総数997人（年齢6～11歳）と，H）遺伝関
係を検討するため，北海道5市（札幌，小樽，岩見沢，函館，
旭jlD在柱民87家族，子供341人及び赤平市炭磯従業員
67家族，子供297人の調査資料を利用した。Mid－digital
hairの観察にはルーペを利用して発毛のみ友らず毛孔の
存在をも注意深く検査し，必要に応じて実体顕微鏡も使用
したs
　　　　　　　　　調査成績
　1．集園内分布について：　資料1における集団内の
Mid－digital　hairの分布の成績は表によってこれを示した
’　（T　able　1，　2，　3）．
　Mid－digital　hairが1母指を除いた他の4指（左右で8本）
の内，少なくも1本以上の指に認められるものの頻度は，
Table　1に見るとおりである。男の方が女よりも頻度が高
いが，その差は有意水準に達していない。男女をあわせて，
6～11歳までの本集団では，Mid－digi七al　hairを有するも
のの頻度は凡そ41％になっている。この値をDanfor七hユ），
ec’ {研究は丈部省科学研究費「親子の負蓋セ別に関する綜合
　的研究」の一部である。また論交の要旨は北海道医学
　会第31匝1大会　（Il召禾fl　28ξF　11力　7　H），　第38∈多くH本“tX＋
　医学会総会（昭利29年5刀i～31i）に発表した。
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Boyd＆Boyd2），　Bernstein＆Burks3），　Chopra4）等の他
人種についての成輝と較べると，日本人における分布率は，
白人，バスク人，アラビヤ入，ロシヤ人，アルメニヤ人等
よりも低く，印度人，アメリカインディアン，黒人等より
は高くなっている。
　次に4本の指の内，どの指に最も多く見られるか，その
相対分布率を調べると，Table　2に見るとおり第4指に最
Table　1．
251
も高く，ヲ（に第3，5，2指の順で，これIX　Danforthi）の白
人における観察と全く一致している。またこの順位は，4
本の指の全部にMid－digi七al　hairの存在する場合，概ねそ
の発毛の密度の順位とも平行しているようである。
　Mid－digital　hairの認められる指の組・合せ頻度を調べる
と，第3，4指に同時に認められるものが最も多く，次で第
4指のみに存するもの，第3，．4，5指の3本に・発毛してい
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Abs：　Absenee　of　mid－digital　hair．
IP：　Presence　of　hair　on　one　finger　only．
2P：　Presenee　of　hair　on　two　fingers，
3P：　Presence　of　hair　on七hree　fingers．
4P：　Presence　of　bair　on　four　fingers．
るものの順になっている。この三つの組合せのものが全体
の約87％を占め，残りの組合せでは第3指のみに認めら
れるもの，第2，3，4，5指の全部に認められるもの，第4
指と第5指にあるものの順になっている。詳細な数値は，
Table　3に外国人の統計と一緒に掲げたが，全般酌に見て，
1）日本人と米白人との間では．発毛の全くないものと，第
．3，4，5指の組合せ，或いは第2，3，4，5指の組合せの頻度で
それぞれ大差を示しているが，2）日本人と印度人とでは，
組合せ頻度が一般に割合よく似ていることが見られる。
　2．逡傳関係について：資料IIの154家族，子供総数
638人について遺伝関係を調査した威績はTable　4に示し
た。これから判るとおり，両親ともに発生のないAbs×Abs
の69家職から，296人の子供が生れているが，その中Abs
のものは288人（97．3％）．で，その殆ど全部を占めている。
また他の両親組合せを見ても，子供の発毛状態はその親と
同じか，或いはそれよりも少ないものが大部分であって，
親よりも余計に発生している子供の出現は，ごく少数に過
ぎない。この成績はD．　anforthi），　Chopra4）等の威績と大
体一致しており，Mid－digi七al　hairの発毛は優性遺低をな
し，しかも4指において発毛の認められる指の数の多いも
のほど，より少ないものに対し優性であることを示唆して
いる。
考 察
　Mid－digital　hairの観察には熟練を要し，時には1本か
2本しかない毛が脱けかわる場合もあるので，殊にその発
毛のない考の診断には慎重な注意を要し，しばしば判定の
困難な場合もあるが，日本人では発毛者の顕度は白人に比
し低く，しかもその存在は優性遺伝をするから，これを法
医学上の親子鑑別の目安として使用できる見込みは少くな
いものと思われる。しかしそのためには性，年令による分
布の差異，左右の相関度，特に後天的に環境の要因によっ
て毛の摩耗や毛嚢閉鎖がどの程度に起るか等を調べてみな
ければならない。これらのことに関しては今後の研究に侯
ち度い。
摘 要
　札幌市内小学校生徒997人（年齢6～11才）につ
いて，Mid－digital　hairの分布状態を調査した。発
毛者の頻度は男44．33％，女38．86％で，男の方が
女よりも高いがこの差は統計上有意でなかった。
栂指を除いた他の4指における発毛の相対頻度を
比較すると，Mid－digital　hairは第4指に最も多く
出現し，次で’Ut　3，　5，　2指の順になっている。発毛
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者の頻度には著明な人種差が認．められるにもかか
わらず，この順序はDanforthi）が白人集団で観察
した結果とよく一致している。発毛の認められる
指の組合せ頻度の成績は諸外国の数値とともに表
示した．日本人における各組合せの頻度は，印度
人と非常によく似ているが，白人とは全く異なっ
ている。．
　　　次に154家族，子．供638人vaついて遺伝関係を
D．．． ｲ査した。Mid－digital　hairの発毛は優性に遺伝
　　し，しかもその発毛の認．められる指の数が多いも
　　の程，より少ないものに対し優性のように思われ
　　る。
（H召禾「129、10．22受f寸）
Summary
　　　An　investigation　was　．made　on　the　distribution　of　mid－digital　hair　in　997　school
children　under　11　years　of’age．　’The　incidenc’e　o’f　p’ersons　with　the　hair　was　as　follows：
in　males；　44．33　per　cent，　in　females；　38，86　per　cent，　but　this　difference　in　sex　was　not
statistically　significant．　Comparing　・the　relative　distributions　of　the　hair　on　the　four
fingers　exclusive　of　the　thumb，　mid－digit21　hair　Qccinrs　most　frequently　on　the　4th　finger，
less　so　on　the　3rd，　and　still　less　on　t’?ｅ　5th　a’獅п@least　frequently　on　the　2nd　finger．　This
is　in　good　accord　with　the　observations　made．by　Danforth　in　the　White　popu工ation，　though
the　distributions　of　persons　with　the　hair　showed　distinct　racial　differences．　The　data　on
the　combination　patJterns　of　fingers　bearing　the　hair　were　illustrated，　in　table，　together
with　those　of　the．　other　authors．　lt　was　found　that　the　distribution　of　these　combinations
in　the　Japanese　is，　as　a　whole，　very　close　to　that　in　the　lndians，　but　is　quite　different
from　that　in　the　White．
　　　From　examination　of　’154　families　with　638　children　on　the　hereditary　relationship　of
mid－digital　hair，　it　seems　that　the　presence　of　hair　in　almost　any　degree　is　generally
dominant　over　all　conditions　representing　less　amou．nts．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oc七．22，1954＞
